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近未来におけるＩＣＴサービスの諸課題展望セッション 

（第４回会合）議事録 

 

第１ 開催日時及び場所  

平成27年７月９日(木) 10時00分～12時00分 

於、合同庁舎２号館第１会議室(10階)  

 

第２ 出席した構成員（敬称略） 

    平野 晋（議長）、森川 博之（議長代理）、秋山 正樹、大谷 和子、 

関口 和一、中村 伊知哉、原 英史、山田 純、吉川 尚宏 

  

第３ 出席した関係職員  

(1) 総務省  

（総合通信基盤局）  

吉田 眞人（電気通信事業部長）、吉田 正彦（消費者行政課長）、 

(2) 事務局 

河内 達哉（データ通信課長）、山口 修治（データ通信課企画官）、 

金坂 哲哉（データ通信課課長補佐） 

 

第４ 議題 

（１） インターネット関連の新たな技術・事業環境についての展望と課題 

（２） その他 

 

 

 



 -2- 

 

目  次 

 

１ 開会…………………………………………………………………………………………･３ 

２ 議題 

 （１） インターネット関連の新たな技術・事業環境についての展望と課題･……･･３ 

（２） その他……………………………………………………………………………･４１ 



 -3- 

開  会 

【平野議長】  「ＩＣＴサービス安心・安全研究会 近未来におけるＩＣＴサービスの

諸課題展望セッション」の第４回会合を開催させていただきたいと思います。構成員の皆

様におかれましては、御多忙中のところ御出席いただき、ありがとうございます。本日は、

インターネット関連の新たな技術・事業環境に関する展望と課題について、３社様にプレ

ゼンテーションをお願いしております。プレゼンテーションの後に、ＩＣＴサービスの安

心・安全な利用の在り方に関する課題について、御議論を頂きたいと思います。 

 まずは配付資料の確認をさせていただきます。事務局より説明をお願いします。 

【金坂データ通信課課長補佐】  配付資料の確認の前に確認ですけれども、カメラ撮影

はここまでとなりますので、これ以降の撮影と録音は御遠慮いただければと思います。 

 配付資料の確認でございます。資料４‐１といたしまして、ＮＴＴセキュアプラットフ

ォーム研究所様、資料４‐２といたしまして、アカマイ・テクノロジーズ合同会社様、資

料４‐３といたしまして、株式会社野村総合研究所様の資料がございます。御確認、よろ

しいでしょうか。 

 以上でございます。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 

議  事 

（１） インターネット関連の新たな技術・事業環境についての展望と課題 

 

 それでは、本日の議事に進みたいと思います。まず、資料４‐１につきまして、ＮＴＴ

セキュアプラットフォーム研究所の高橋様より、プレゼンテーションをよろしくお願いい

たします。 

【ＮＴＴセキュアプラットフォーム研究所 高橋様】  ＮＴＴセキュアプラットフォー

ム研究所の高橋克巳と申します。セキュリティー及びプライバシー保護の技術の研究をし

ております。本日は、よろしくお願いします。 

 パーソナルデータの近未来に関してというお題を頂きましたので、３点に分けてお話し

させていただきます。まずはパーソナルデータとプライバシーに関して、基本的な考え方

と現在の問題点を概説します。次に、今後のパーソナルデータ活用の技術的な予測を、私

の想像も入りますが紹介し、最後に、それに対するソリューションを研究開発の視点から
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お話しします。 

 まず、プライバシー原則の話をします。スライド３がアン・カブキアンというカナダの

先生が提唱しているプライバシー原則です。これは１０に分かれており、パーソナルデー

タのプライバシー保護に関してデータホルダーがどういうことをすべきかについての原則

がまとめられています。このカブキアンの考え方は、ＯＥＣＤのプライバシー原則とも共

通しておりますし、ＩＳＯの国際標準にもなっており、日本の個人情報保護法も、ほぼ同

じ考え方で統一されています。 

 図は、右に行く方がプライバシーに特有な問題、上に行くほど技術的親和性が高いもの

と私の考えで並べています。右下の方に「同意」や「目的の明示」と書いてありますが、

ここが昨今でも議論される点で、個人情報、パーソナルデータを集めるときは同意、若し

くはきちんと説明しなければいけない、黙って取得してはいけないという原則です。それ

から「目的の明示」に関しては、利用目的を明示した上で、パーソナルデータを集める必

要があります。その附帯する概念で「説明責任」などの概念があります。その上にある

「収集の制限／データの最小化」はパーソナルデータ取扱いに特徴的な概念となっていま

す。どのようなものかというと、基本的には、無駄にたくさん集めることはやめた方がい

いのではないか、必要最小限の方が良いだろうという考え方です。同様に「利用・保有・

提供に関する制限」もあります。これも目的に応じた範囲内で制限されるべきだという考

え方です。 

 これらの考え方は、若干ビッグデータの考えと相容れない可能性があり、そこが社会的

な問題となっているところなのかと思います。というのもビッグデータは、むやみに集め

られているわけではないのですが、ビッグであることが価値と考えられています。一方パ

ーソナルデータは集めない方がよいとなると、このギャップを社会的に技術も含めて解決

していく必要があると考えています。 

 スライド４からは現在の話に軽く触れます。パーソナルデータの代表的なものは、氏名、

住所、生年月日のように、書面やフォームで取得するものが代表的でした。それから、現

在使われているパーソナルデータの代表的なものは、買い物履歴や鉄道の乗降履歴、位置

情報、あるいはウエブページの閲覧履歴などが集められています。こちらは、サービス提

供に伴って取得され、そしてサービスのために使われるというのがオーソドックスな形に

なっております。これらは、誰でも理解できる手段で正しい目的で集めることを基本とし、

営まれていると思います。 
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 その使い方の構図は、スライド６のように、パーソナルデータが１つの会社内に閉じて、

パーソナルデータを取得したそのサービスのコンテクストの中で、業務改善に使われるよ

うなことが行われてきました。これは基本的に問題がないと考えられています。 

 ところが、スライド７のように、ある会社から別のある会社に無断でパーソナルデータ

を渡すことは、原則的には不可となっております。もちろんパーソナルデータを取得した

ときに許諾を得ている場合はその限りではないのですが、基本的には、集めたデータを勝

手に誰かに渡してしまうことは原則不可となっています。 

 それに関してひとつの方法を提供したのが、スライド８の現在国会で審議されている個

人情報保護法の改正案です。その中の匿名加工情報が第三者提供へ１つの道を開くものと

されています。これは、匿名加工というデータ処理を施して、その上で、データを受け取

った側に対しても何らかの規律を課して、全体としてプライバシーを担保して、受取先で

活用する構図です。 

 下が例ですが、例えば乗降履歴を飲食店に提供すると、仕入れの数量を決定することが

可能になると思います。ただし匿名加工されている情報ですので、乗降履歴をもらって、

その今来たお客さんの自宅を判定することはできません。なぜならば法律で再特定を禁止、

匿名加工情報が誰かと考えることを禁止した規律の下で営まれることになっているからで

す。 

 今の例を少し書き下したものがスライド９です。一番下の個人情報が、真ん中の匿名加

工情報に変更されて、いろいろデータ処理されることになります。この匿名加工の例は、

氏名を仮名というＩＤに変えて、さらに購入品の方を少しいじっています。匿名加工の度

合いに関してはいろいろなレベルがあって、具体的なレベルに関してはこれから決められ

ていくことになっており、一概に言えないのですが、基本的には元の個人が特定できない

形にすることが定められています。 

 また、匿名加工情報以外のカテゴリーとして、十分な匿名化をしてデータを使っていく

ことも考えられています。これは、統計情報と言われるものと非常に親和性があり、似た

性質を持っております。匿名化に関してはいろいろ議論がありますので、留意事項と関連

技術をスライド１０から１２に書きました。従来から信じられて来た「識別子」の削除と

「準識別子」の加工だけではプライバシーが守れない場合があることが明らかになりまし

た。 

  スライド１３からはこれからの話をします。古典的なパーソナルデータは、書面や１
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つのサービスの中に閉じて集まっていったと思いますが、これからは、スライド１４に書

いてあるようなことが次々起きていくのではないかと思います。１つは、ＩｏＴ、物のイ

ンターネットの話ですが、いろいろな機器がデータを記録していきます。例えばスマート

ウオッチは、ＧＰＳ、加速度センサー、心拍センサー云々のものが全部付いていますので、

これが私の行動をどんどん記録していくということに役に立ちます。家電の例は実用化さ

れたものと想像を混ぜて書いていますが、テレビ視聴記録は取れ、冷蔵庫の開閉や、場合

によっては冷蔵庫から何を取り出したとかいうことも分かるかもしれませんし、トイレが

何回利用されたということも記録として残すことが可能になってくると思います。 

 一方で、私たちの会話も残り続けます。普通の会話を録音することは必ずしも行われま

せんが、会話の多くがＳＮＳやチャットで行われます。当然このＳＮＳやチャットで行わ

れている会話は、全てが何かに使われることが意図されているわけではないのですが、少

なくとも記録されていることは注目に値すべき点です。もちろんＳＮＳの公開範囲などに

応じて、二次利用の制限はそれぞれ大きく変わっています。対話が出来るロボットはどう

でしょう。うちにロボットは来ていないのですが、ロボットが家にいると、ロボットと話

をしたり、あるいはそのロボットに自分や家族の会話を見聞きされる状況ができるのでは

ないかと思います。そうすると、何か家政婦さんではないですが、ロボットはその家の中

のことをかなり知っているようなことが想定されると思います。 

 このような状況を考えたのがスライド１５です。最悪のケースで言うと、知らぬ間にい

ろいろなものが集められる可能性も考えられますし、それを一々確認していかなければい

けないことを考えるとそれはそれで大変です。左側が知らぬ間に時計とロボットとメガネ

などから、どんどん情報が知らぬ間に集められているという状況で、右はきちんとマナー

を守っていますが、一々時計やメガネが、集めていいですかと同意ボタンを、何をする度

にも確認しなければいけないという状況です。恐らくどちらの状態も余り幸せな状態では

ないと思います。 

 この部分は、新たなテクノロジーの出現が待たれるのではないかと考えます。「パーソ

ナルデータの使い方」が標準化され、さらにその機器との会話の手順も標準化され、その

やりとり自動化されてきますと、パーソナルデータの提供の可否の判断をその都度コンピ

ューターソフトウェアが代行することが可能になってきうると思います。そのソフトウェ

アプログラムとしてのエージェントが必要ではないかと思います。表面的にはプロトコル、

すなわち会話の形式と内容が標準化されていけば、そのような判断は可能だと思っていま
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す。ただし、データを提供したら何が起きるのかというのは、実際我々人間が考えても現

在不明な部分もありますので、それを正確に判断していくには高度なスキルが要る、ＡＩ

としてもかなり難しい問題の部類ではないかなという予測が立ちます。 

 同時に、ソフトウエアとして影響を判断して良いか悪いかというスキルだけではなくて、

最終的には提供先に関してのトラストの問題が重要ではないかと思います。ここの先には、

結局自分のパーソナルデータを提供しても相手が信じられる、善く使ってくれるというト

ラストの関係が構築されていることが、重要になってくると思います。 

 次にスライド１６からは、近未来のパーソナルデータの予測をしてみたいと思います。

一言で言うと、ビッグデータ化がどんどん進むということです。まず、Ａとしては「横に

長い」ビッグデータ化が進むことが起きます。１番目には、時系列がどんどん長くなるこ

とが起きます。例えば、１日分の健康データが何年も蓄積することが技術的に可能になっ

てきます。私も歩数計のようなデータがもう５年ぐらいたまっているので、そういう時代

に入ってきたことが実感されています。２番目には、パーソナルデータがオープンデータ

とくっ付けられて横に長くされることが起きます。例えば居住地が分かれば、その最寄り

の小学校は分かりますし、近隣のコンビニの数が幾つとかいろいろなことが分かるわけで

す。学校やコンビニ自体は個人情報ではないのですが、私の個人のデータに関してくっ付

けることができます。これらは私の属性とまでは言えないかもしれませんが、私を知るた

めの要素として使うことができます。 

 ３つ目は、ほかのパーソナルデータと統合されて長くなるものが考えられます。これは

私のデータと私の移動履歴と私の購買履歴が統合される例です。私の名前や共通のＩＤな

どがあればくっ付けて使うことができます。このように横に長い１、２、３のような類型

があると思います。 

 スライド１７は、横と来れば縦という類型です。複数のデータが統合されて縦に長いデ

ータ、すなわち数が多いパーソナルデータが作成可能です。例えば、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社の

顧客データがあった場合、それぞれ１,０００万人というデータがあれば、３社足せば３,

０００万になります。 

 いろいろな形でビッグデータ化していくことが予想されます。スライド１８では、例え

ばＡ− ３で書いた３つのビッグデータが、くっつく場合を考えてみたいと思います。この

ようなデータが存在した場合、カブキアンのプライバシー原則に照らし合わせて考えてみ

ますと、「データ最小化」、あるいは「利用・保持・提供に関する制限」原則に反してし



 -8- 

まうことになります。この状態は、「私がどこに行ったかも何を買ったのかも誰かが知っ

ているのは、余り嬉しくないな」という直感として表現が可能かと思います。また、これ

が「オープンで透明に」行われなければ問題となります。さらにビジネス観点から言うと、

営業秘密が混じってしまうことは、実は企業にとってもよい場合と悪い場合がある可能性

が指摘できます。データを複数の会社間で混ぜると、混ぜることによってビッグデータと

しての価値が生まれる期待がされるわけですが、一方で手の内を全部さらしてしまうこと

にもなります。すると、ライバル会社に自社の状況がつぶさに分かってしまうので、プラ

イバシーではなくても会社間の営業上の問題が生じることもあると思います。 

 どうすれば良いのか、これは大きな問題です。基本的には、プライバシーとビッグデー

タ化の両立を技術で解決するための研究開発が必要だと考えております。その技術は、ス

ライド１８の上部に書いてあるような形で全て何でもかんでも１つのバケツに集めていく

ことはやめてみよう、という考えが前提とするのが良いのではないでしょうか。その上で、

必要なときに必要な組み合わせのデータを取り出せる状態を作っていくために、技術は何

ができるかを考える必要があります。 

 そのための１つのゴール感を書いてみました。データはいつでも集められる状態にして

おいて、必要に応じて最小限のデータを使って最小限の分析を行うようなことができれば、

ビッグデータの問題とプライバシーの問題が両立するのではないかと考えられます。この

問題はもう少し詳細なブレークダウンが必要で、ここでは雑駁な問題の定義しかしていま

せんが、このような目標感があります。 

 最後はそれをどうやって解いて行くかという話をさせていただきます。解決方法は、非

常に多くの技術的可能性、あるいは社会的仕組みでの可能性があると思います。社会的な

可能性としては、きちんとトラストをしてきちんと運用することがあります。 

 ここから先の１９ページ以降は、暗号に関しての紹介をします。暗号が万能だと主張す

るわけではないのですが、私は長年暗号に携わっており、暗号業界での研究が、こういっ

た問題の解決に幾ばくか役に立つのではないかと考えております。あらかじめ言い訳をし

ますと、これで全部解けますという話でありません。暗号の問題点の代表はビッグデータ

に弱い。ビッグデータ解析にはコンピューターパワーをガリガリ使うわけですが、暗号は

必ずコンピューター処理に対するオーバーヘッドが掛かるので、平たく言うと遅くなった

り、あるいはデータが大きくなり過ぎると分析できなくなったりする場合があります。で

すので、暗号の持つとても面白い性質を活かして処理能力にチャレンジする研究開発が重
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要です。 

 このような技術を暗号プロトコルあるいはマジックプロトコルと言います。スライド２

０は公開鍵暗号の発展形です。関数型暗号というもので、条件で開示を制限することがで

きます。ですので、例えばこの会議のドキュメントをこの会議に出席した人だけが開ける

という暗号が設計できる仕組みが、提供できます。 

 スライド２１は、プライバシーというよりはセキュリティーに近い分野ですが、秘密分

散というテクニックがあります。秘密分散はデータを分割して、この図で言うと、３台に

分けて２台の許可がなければ情報開示ができないというモデルです。１台盗んでも何も得

られません。あとは１台故障しても残り２台からデータが復元できるという、ディザスタ

ーリカバリー的な要素もあって注目されています。 

 スライド２２は秘密計算です。これは、暗号化してどこかにデータを預けておいて、暗

号化したままデータを計算することを可能にします。入力は暗号化データで、出てくるの

はその答えの暗号データです。それを開くと答えが分かります。特徴は暗号化したままデ

ータを計算するので、計算を担当する真ん中のコンピュータからは、クラウドと言っても

かまいませんが、パーソナルデータそのものは暗号化されているので誰も見ることができ

ません。ですので、管理者不正の防止にも貢献します。 

 秘密計算のもっとプリミティブな形はスライド２３の参加型秘密計算です。これは３人

がいて、３社でもいいのですが、３者がデータを持ち寄って、さっきの秘密計算をするも

のです。共同でマルチパーティーと呼ばれる計算をします。誰も他人のデータは分からな

いのですが、互いに分析結果だけが得られる。このようなことができることが知られてい

ます。 

 こういった研究開発を、先ほどのパーソナルデータのプライバシーとビッグデータの間

の問題を解決するために行う必要があると考えております。技術そのものの改良も必要で

すし、課題のブレークダウンはもっとスタディーが必要ですが、こういった興味深い技術

が知られております。以上で私のプレゼンを終了させていただきます。どうもありがとう

ございました。 

 

【平野議長】  高橋様、ありがとうございました。 

 それでは、質疑応答、議論は、後でプレゼン３社様が終わってから、集中して進めさせ

ていただきたいと思います。 
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 それでは、次の資料の４‐２につきまして、アカマイ様の渡邉様よりプレゼンテーショ

ンを、よろしくお願いいたします。 

【アカマイ・テクノロジーズ合同会社 渡邉様】  アカマイ・テクノロジーズの渡邉と

申します。本日は貴重な発表機会を頂きまして、ありがとうございます。私の方からは、

特にインターネット上を流れるトラフィックという観点で、今、インターネットインフラ

で何が起こっているか、どういったことが課題で、どういったところに取り組もうとして

いるかという観点で、お話しさせていただきたいと思っております。 

 まず、アカマイ社という会社ですけれども、全体としてインターネット上に係る課題は

どういったものがあるかを、今大きく４つのテーマで挙げています。それを一言で「グラ

ンドチャレンジ」と呼んでおるのですが、１つ目は、まず一番左にございます、今インタ

ーネット上を流れるトラフィックの６０％、７０％、場合によっては８０％でのトラフィ

ックは、実際はビデオデータが流れています。映像配信ですね。映像配信の割合が年々高

まっていく中で、いろいろな高画質、高品質の映像が流れてきています。またユーザーさ

んもインターネットを介して高品質な絵を見ることを非常に希望されていますので、どう

やっていい品質のクオリティーの絵を流していくのか、それも大規模に流すのかというの

を、どう克服していくかというのを、１つの大きな課題としています。 

 ２つ目に、いろいろなデバイス、特にスマートフォンを中心として、エンドユーザーさ

ん、コンシューマーの皆さん、ユーザーさんが利用される端末の多様化が非常に進んでき

ていて、大きく、昔はＰＣでインターネットを利用するというコンシューマーの方から、

いろいろなデバイスを利用されるケースが増えてきています。それに伴って、いろいろな

デバイスに対しても速くウエブサイトを見たい、使いたいという要望が非常に高まってき

ているので、これを克服していきましょうという課題があるかと考えています。 

 もう一つが、これはインターネットの黎明からずっと数えられている課題ではあるので

すけれども、いかに安心・安全なインターネットの環境を作っていきましょうかと、イン

ターネット上のセキュリティー上の脅威は非常に大きいですので、ここをどうやって克服

していきましょうかということを、大きな課題として挙げています。 

 もう一つは、インターネットという、いわゆる公衆回線のパブリックなネットワークだ

けではなくて、ＩＰという通信プロトコルを利用した閉塞網といいますか、ＶＰＮ回線を

企業さんは非常に利用されているのですが、そういった企業さんがどんどん一部分はもう

インターネットにシフトしていきましょうという形で、従来の専用線、ＩＰ‐ＶＰＮのよ



 -11- 

うなクローズな回線からインターネットを併用するモデルがどんどん利用されています。

そこをどうやってマイグレーションしつつ、インターネット上を利用されている企業さん

は多いですので、コストを抑えながらどう克服していくかという課題が挙げられています。 

 これらの課題は、私はアカマイ社ですけれども、アカマイ社としても取り組んでいる課

題ですので、少しそこを見ていくことで、どういった課題が取り上げられているかが分か

ってくるのかなと考えています。 

 順によって、今日は左側の３つ、最初の３つをお時間の都合上お話しさせていただきた

いのですが、まず動画配信という観点で行きますと、我々は今、コンテンツプロバイダー

さんと言われているような動画のコンテンツを持っている人たちから依頼されて、そのコ

ンテンツを実際に見たいというユーザーさんに届ける役割を肩代わりしているような事業

体をしています。その都合上、私たちのインフラ、自分たちでインフラを持っていますの

で、実際どれぐらいのトラフィックというかユーザーさんが、ビデオを見たくてトラフィ

ックを欲しているのかが手に取るように分かります。ここ数年、過去、大体年平均の成長

率として６０％ぐらいのトラフィックの伸びを、実際の配信しているレベルで、我々は感

じ取っています。ですので、昨年ベースで世界中のインターネット上のトラフィックの、

アカマイ社という自社だけで配信している規模で、ピークで２６Ｔｂｐｓという数字があ

るのですが、これは過去、前年、前年を比較していくと、大体年平均で６０％伸びている

という値になっています。一説によるとインターネット上のトラフィックの、我々は３

０％、２０％とお伝えしているのですが、１５％、３０％、若しくはそれ以上のトラフィ

ックを、自社で配信しているという都合上あるので、世界で大体流れているトラフィック

の規模感が見えてくるかと考えています。 

 ここから、少しこの先を考えてみたときに、例えばですが、２５億のユーザーの方が、

日本でいわゆるゴールデンタイム、ＵＳでプライムタイムと呼んだりしますが、そのとき

に、実際１０Ｍｂｐｓのクオリティーのビデオを同時に見たいですということが起こった

場合、どういうことが考えられるかというのを、ざっくり考えてみました。１０Ｍｂｐｓ

というストリームはイメージとしては、今のインターネット上を高画質で流れているビデ

オの、市販で提供されているサービスよりも少しクオリティーが高くて、４ＫのＩＰ化も

実は始まっていたりするのですが、その４Ｋで必要とされているビットレートよりも落ち

ているぐらいですので、今後、エンコーディングであるとか、ビデオのレートを下げる技

術が発展していったときに、高品質の映像を見るという観点であれば、なかなか現実的な
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数字かなと考えています。そうすると、単純な掛け算で、世界同時に２万５,０００Ｔｂ

ｐｓという数字が必要になりますというだけの話です。 

 これをどこに念頭を置いて見るかと考えると、２０２０年は日本にとっても非常に重要

な年だと思うのですが、仮に２０２０年にこれぐらいの需要が必要になりますと、年平均

成長率が６０％ですというと、この表に収まらないぐらいのトラフィックのインフラスト

ラクチャーの規模が必要になりますということが、この図でお伝えしている内容です。 

 とはいえ、単純な掛け算でそんなピークが来ますかという話ですので、今の状況がどう

なっていて、それに対してどのように取り組んでいこうかという考え方をお話しさせてい

ただきますと、スケーラビリティーというのは、実際同時に多量なアクセスが来たときに、

それをうまくさばけるかという観点の話ですが、アカマイ社としては、よくラストマイル、

一般的な用語でもラストマイルと言ったりするのですが、インターネット回線を、家に引

き込まれている、法人の方や、家庭の、家から引いている例えば光ファイバーの回線と、

インターネットに接続している部分のことを、ラストマイルと呼んだりしています。 

 最終的に映像、データを受け取るのはラストマイルの部分ですので、そのキャパシティ

ーは現在、世界中でどれぐらいあるのかというのを、ざっくり見てみると、２０２０年と

いう数字を考えると、例えば４億の回線が１回線あたり２５Ｍｂｐｓの回線を用意してい

るとすると、実際配信できるキャパシティーとしては１万Ｔｂｐｓという数字になります。

１万は２万５,０００よりは少ないですけれども、ラストマイルのキャパシティーという

考えで行くと、２万５,０００と１万は、絶対値だけで見るとすごく掛け離れているので

すが、そんなに想像ができない規模ではないかなと思います。２５Ｍｂｐｓというのは別

に適当に埋め込んだ値ではなくて、今年、アメリカのＦＣＣでブロードバンドの定義の再

定義が行われた数字が、ちょうど２５メガで、２５メガを超えるものがブロードバンドと

一般的に言われるようになっています。その数字で行くと１万Ｔｂｐｓです。 

 一方で、ラストマイルのキャパシティーがあったとしても、配信する設備はどうなって

いるのかを、厳密な数字を持ち合わせている方は、誰も、インターネット上、ネットワー

クならネットワークでいないのかなと考えております。仮に主要な大手のインターネット

のサービスプロバイダーさんがつながっている回線が１００程度あったとして、それぞれ

大規模な５テラというようなキャパシティーを持っていたとすると、単純な掛け算の割合

で行くと、５００Ｔｂｐｓです。５００Ｔｂｐｓというのは例えばどういった割合かとい

うと、先ほど２０２０年に仮に必要だと言われているような映像配信するものの割合で行
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くと、２％に過ぎないレベルになるのかなと考えています。これはすごくざっくりとした

考え方なのですが、将来先を見るときに、今後のインターネットトラフィックはどうなっ

ていくのだろうなという考えで、仮説を立てたてできた数字になります。 

 ただ、これは仕組みとして、アカマイ社だけではなくて、コンテンツをうまく分散して

配信する技術が既に１０年以上検討されてきていて、今も我々はそういったところで事業

をしているわけですが、要するに、コアの配信する側のキャパシティーがなければ、より

映像を見たいと言われているユーザーさんの近くにコンテンツを置いて配信することが重

要なのではないかと考えております。我々としては大規模な分散するアプローチとプラッ

トホームを作り上げることで、この皆さんの需要にこたえるような仕組みを作ってきて、

これからも投資していこうかなと考えています。 

 そうすることによって、インターネットのコアのトラフィックがボトルネックであった

としても、うまく折り返して配信することで、インターネットユーザーさんの希望に応え

ていこうというイメージを考えています。ただ、２万５,０００Ｔｂｐｓという、今から

想像がなかなかつきにくいような数字になってくると、世界中のいろいろな事業者さんが

インフラを打たれているものを掻き集めても、なかなか実現するのに難しい規模のレベル

になってくるかなと、今は思っています。ではどういったことを、アカマイだけではなく

て、ビデオを高クオリティーで見たいという方々に対して業界で取り組んでいかなければ

ならないかというと、例えば１つのアイデアとしては、ラストマイルの部分だけではなく

て、もう少し家庭であるとか家の中に、映像を見るようなコンテンツをダウンロードでき

るような環境を展開していくことが１つの案なのではないかと考えていて、これに対する

施策も一部とって走っています。 

 これまで説明したのが、１つ目の映像配信に対する課題に対する取組です。次は、特に

ｅコマースとかウエブ上で、いろいろな新しいサービスがどんどん立ち上がっていって、

それなりの市場規模にはなってきていると思うのですが、インターネットを利用されてい

るエンドユーザーさんからすると、需要は、いいサービスを速く使いたい、快適に使いた

いというのは、年々高まってくる要望だと我々は考えています。一方で、例えばウエブサ

イトと呼ばれているような、皆さんが情報を入手するようなサイト自体も、ますます複雑

化して、データ自体が重くなってきているかなというのが、我々が取っているデータから

も把握できています。これは、過去、昨年から３年間のインターネット上で公開している

ようなウエブ上のサービス、e コマースや企業の情報サイトと言われているようなページ
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サイズの遷移と、そこに埋め込まれているオブジェクト、いわゆる画像やデータをうまく

描画するためのデータが幾つかあるのですが、そういったものの数が年々増えてきていま

す。ですので、サイト自体がどんどんリッチ化して複雑化しているということです。一方

でアクセスする端末の種別もいろいろバリエーションが出てきていて、モバイルというの

は、必ずしも元々インターネットを共有して利用するという使い勝手で設計されているも

のではない部分もありますので、モバイルの割合も増えてきて、ネットワークの利用効率

も高まってきて、だんだんページをロードする時間は、ユーザーさんの希望とは逆に長く

なってきているのかなというのが、データとして見えています。 

 ところが、インターネット上でビジネスをされている方の観点からすると、ページが速

く見えるとか、サイトが速くならないと、ビジネスにならないという考え方をしている方、

データを取られている方が非常に多いです。これは私どもがよく参考にさせていただいて

いる、アメリカの大手の小売りの会社のＷａｌｍａｒｔさんの公開データですけれども、

Ｘ軸、下の軸はいわゆるウエブページをロードするのに掛かる時間です。ゼロ秒から１秒、

１秒から２秒という時間と、それに対する母数をサンプルしたときのデータです。オレン

ジの軸が、コンバージョンレートと呼んでいますが、例えば何かしらの購買につながるよ

うなアクション、カートに物を入れて決済に行きましたと言っているときのレートを、彼

らなりの指標で取ってみたところ、左側に行くほど、ページがロードするのに掛かる時間

が短いですと。コンバージョンレートも左に行けばいくほど高くなる。つまり、インター

ネット上でビジネスをされている方は、ページロードを速くすることによって、自分たち

のビジネスに直結するのだということを分かってきていますので、ここに対する課題とい

うのが、我々に対する要望もありますし、インターネットインフラをこうしていこうとい

う業界全体の課題だと考えています。 

 今日お伝えする３つ目のお話は、「堅牢で安全なウエブ体験の実現」は、今更私たちが

お話しする話でもないかもしれませんけれども、１枚だけスライドをお持ちしました。先

ほどお見せしたように、インターネットの使われている我々のコンシューマーのユーザー

が最初にアクセスするサイト、具体的にはサーバーは、弊社のサービスを御利用いただい

ている場合は弊社が持っているサーバーになりますので、攻撃やウエブ上のトラフィック

のアタックを受けるのも、実は我々のサーバーだったりもします。ですので、大量なデー

タを持っている観点からお話しさせていただくと、年々、ＤＤｏＳと言われているような

ＤｏＳを分散化した多量なアクセスが集中するような規模は、どんどん膨れ上がってきて
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いると考えています。一般的な攻撃アタックの規模で、ピークで１０Ｇｂｐｓを超えるよ

うなトラフィックが多量に流れてくることも珍しくございませんし、大規模なアタックに

なると、１００Ｇ強を超えるようなアタックが観測されています。 

 こういったデータは、もちろんこれはサービスを利用されている方々の個別の事情にな

るので詳細等はお話しできないのですけれども、インターネット上、我々がデータを入手

した、今インターネットがどういったトラフィックになっているかというモデル自体は、

四半期ごとに、「インターネットの現状」公開レポート、State of the Internet という

ことでＳＯＴＩレポートと我々は呼んでいるのですが、今のインターネットのトラフィッ

クのトレンドなどを俯瞰的に確認いただくことができるレポートを、公開しております。

ここにも同じようなことが記載されていまして、年々、我々が見ている限りでは、こうい

ったトラフィックのトレンドが増えていますよというのは、順次公開しています。会社と

しては、こういった悪意のある攻撃でビジネスを妨げるようなところに対して、どういっ

たことができるかを日々考えながら対策している状況が、近々で考えているチャレンジと

なります。 

 改めまして、ここで少しだけ、我々が何を考えてインターネットをどうしていきたいと

考えているかというと、より速く、安定して、安全性を高めるという視点で、いわゆる公

衆網である皆さんの共有財産であるインターネットを、ビジネスクラス、ビジネスができ

るような環境に変革していこうというのが、会社が掲げる業界全体のチャレンジに加えて、

我々が会社として考えていることの１つに、重要なメッセージとなります。 

 その前提で、幾つか例はあるのですが、今日は本当に限られた部分で、次にどういった

ところを視野に考えていくかという例を２つほど挙げさせていただきます。１つは動画配

信に向けた取組ですけれども、非常に簡単なことを言いますと、インターネット上の、先

ほどラストマイルの部分で、モバイルの利用比率が高まってきたという話をさせていただ

いていますが、モバイルのネットワーク環境は非常に改善されて、今、従来のインターネ

ットを利用し始めたころと比べると、比べものにならないくらいに使い勝手がいいものに

なってきているかと思っています。その前提で、ますます高品質なコンテンツを、先ほど

のようにどんどんユーザーさんが欲しがっているときに、どうやってそれを実現していけ

ばいいかということを考えていたときに、例えばモバイルネットワークユーザーさんのユ

ーザー属性に基づいて、今だとネットワークの携帯さんのキャリアの回線の帯域に空き状

況がありますという情報が分かっていれば、あらかじめ空いている時間帯にコンテンツを
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事前にダウンロードしておくことで、インターネット上のボトルネックを避けるような仕

組みを取り組んでいます。 

 もう一つは、高品質のトラフィックは、インターネット上のトラフィックはどうしても

ビットレートと呼ばれるデータ、１秒間に流れるデータ量が非常に増えてきますので、増

えてくると何が起こるかというと、少しデータが欠損しただけでも、ネットワーク上の揺

らぎが生じただけでも、高品質の映像が見えなくなるという事象が生じます。そういった

ものを防ぐために、実際映像を見るような端末を持たれている方々や、端末を製造されて

いる方々と一緒に開発をして、ある程度インターネット上の回線に揺らぎが生じるような

ときでも、安定して高品質の映像を届けられるような仕組みを考えたりというようなこと

を、動画配信の分野に向けては取り組んでいます。 

 これは非常にポンチ絵だけ１枚のイメージで、具体的な絵は何もないのですけれども、

我々からするとインターネット上をつながるデバイスが大幅に増えるきっかけになったと

いうシーンで、ＩｏＴというインダストリーを見ています。つまり、いろいろなものが、

全てのものがインターネットにつながってきた、つながる端末が増えたという観点では、

セッション、実際ユーザーが流れる細かなデータをどうやってインターネット上でさばい

ていくかというのは、ＩｏＴに向けた研究課題として、我々もそのインフラを十分に作っ

て準備していこうという流れで、ますますネットワークの規模を拡大していくような方針

で、どんどん投資を続けておるところになります。 

 本日ですが、まず前段としてグランドチャレンジというテーマで、今インターネットの

トラフィックという観点で見ると、どういったところが課題として挙げられますかという

視点で、動画配信のスケーラビリティー、特に２０２０年に向けてという切り口と、年々

高まるウエブパフォーマンスへの要望に対する取組、これが課題です。そして、ウエブセ

キュリティー脅威への対策、こういったものをグランドチャレンジとして捉えていますと

いう話と、そこにおいて我々会社としてもどのような取組を実現してきているか、また今

後どういった施策を考えているかという一例を挙げさせていただきました。私の方で本日

御用意させていただいたプレゼンテーションは、以上になります。 

【平野議長】  ありがとうございました。アカマイ・テクノロジーズの渡邉様でした。 

 それでは、続きまして、３つ目のプレゼンテーションをお願いしたいと思います。資料

は４‐３でございます。野村総合研究所の桑津様より、プレゼンテーションをよろしくお

願いいたします。 
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【桑津様】  ただいま御紹介いただきました、野村総合研究所の桑津でございます。こ

れからお時間を２０分弱頂きまして、諸課題ということで御提示させていただきます。 

 まず、私どもが今ネットワークを含めて課題かなと考えているところは、こういったと

ころだと思います。１つは、先ほどのアカマイさんにもありましたけれども、トラフィッ

ク増加問題。技術的な課題に関しましては、アカマイ様に御解決いただくとしまして、欧

米で言われるネット中立性、日本において、トラフィックが増えるけれども誰が負担する

のだという適正負担問題、これが前段かなと思っています。２０２０年以降、一応公式に

は２０２０年に５Ｇが入るわけですが、これ以降、５Ｇのフェーズ２ですよね、ミリ波問

題が出てきます。トラフィックが未来永劫増えるかどうかはともかくとしまして、それな

りの量で増えるとした場合に、ミリ波等の非常に広帯域の周波数の電波を使わなければい

けなくなります。その場合、今までの携帯の基地局と違いまして、非常に都心に密度細か

く打つ、誤解を恐れず言うと、今の無線ＬＡＮよりも狭い範囲内で打つといった状況が出

てくる中で、ファイバーと何とかの負担の問題が出てきます。そういう面で、前段が、ト

ラフィックが増えたことで、ＯＴＴとかキャリアさんの誰がこれを負担するのですかとい

う問題が出ます。後段は、ミリ波等を使うに当たりまして、電波を使う方と、有線、光フ

ァイバーを敷設する方の間で、どういう負担が発生するのかというのが、トラフィックに

関する課題なのだろうと思っています。 

 もう一つが、省力化・エコ対応で、これは昔から未来永劫ずっと続いていくし、これか

らも続いていく問題ですが、現状ここ数年で見ますと、改めまして、ネットワークの中で

特に電気を食っているのはどこなのかという面で、データセンター問題が非常に大きくな

ってきております。１つはアップルの例に見られるようなエネルギーの地産地消、つまり

外からエネルギーを買うな、自分でエネルギーを作れというアプローチがあります。もう

一つは、南北問題、つまり空調がすごく要りますので、南の方で作るなといったような問

題が出る中で、全体、マクロ観として問題を解決すると同時に、多くのキャリアさんなり、

データセンター事業者さんが、社会的なレスポンシビリティーの問題として取り組むとい

う動きが出ています。これが当面の問題です。 

 長期の方に関して言いますと、また５Ｇの議論が出てきますが、ＩｏＴだ、５Ｇだとい

う状況で、更にマシン、ネットが大きくなってくると、エコ問題はスケールアップするだ

ろうと思います。今でも結構負担は大きいのですが、トータルシステムとして、平たく言

うと５Ｇなりネットワーク全体で消費するエネルギーの総量をともかく下げろと、ここが
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すごくエネルギーを食っているポイントを下げろという観点になりますと、全体を下げろ

という議論が、中期以降に出るのだろうと思っています。 

 ３番目は、グローバル化で、目先の企業運営の話でして、結構拠点が増えまして、ネッ

トワークの管理が大変になっているというお話です。 

 最後が少しマクロ的なお話になりますけれども、ＩｏＴ、モノのネット化を含めまして、

もう一つ進んでいますのが、機械化、自動化です。つまり高齢化、人手不足、日本に限ら

ず、先進国あるいは新興国でもそれに近い動きが出てまいっております。そういう面で、

今、１つは単純労働者代替の議論と、ＡＩの普及によります知的な労働の代替が時間差を

置いてやってくる。加えて自動化に代表されるような機械化、これは保険や全自動化の問

題が出るということで、このあたりもまた別途御紹介させていただきます。 

 まずトラフィック問題でございますけれども、トラフィックに関して言いますと、いろ

いろなお立場はあるのですが、非常に端的に言うと、この十数年の間、キャリアさんは余

り伸びなかったのですが、ＯＴＴさんはべらぼうに伸びた、トラフィックは２,０００倍

に伸びた。流れとしては、トラフィックはまだ増える、ＯＴＴは収入は増えるけれども、

トラフィック増加をキャリアの負担で実現できるということで、キャリアさんの被害者的

な視点によると、これは搾取だと。キャリアの希望としては、トラフィックの増加の応分

の負担をＯＴＴに求めたいという感じが、これがアメリカではネット中立性という議論で

出てきたということであります。もちろんアプローチは別にもありまして、キャリアさん

自身がＯＴＴになるよというモデルもあります。 

 こういった状況下で、非常にアバウトに言ってしまいますと、これはビジネスモデル問

題ですね。キャリアさんは、トラフィックは増えるけれども、設備投資も増える、でも定

額制だから収入が増えないということで、石川啄木でして、働いても、働いても、楽にな

らないというのが、キャリアさんのビジネスモデルであります。それに対して、コンテン

ツは誰なのかというと、知らないかもしれませんけれども、寛一・お宮、熱海の、ここに

は出てきていない大金持ちのダイヤモンドを買ってくれる人がＯＴＴだと。これはちなみ

にキャリアですね。振られてしまうわけでありまして、非常に苦しいというのが、大きな

構図になっています。これがビジネスモデル問題です。 

 次に、中長期的に問題になるのが電波問題です。御存じのように、今、トラフィック増

とは、失礼な言い方をすると、これは携帯の増であります。つまり、今後２０２０年に、

恐らく３ＧＨｚ帯までを対象としまして、ＬＴＥが、５Ｇが入ってくる。若干のずれはあ
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りますけれども、２０２０年からスタートするのは間違いないでしょう。そのときのスピ

ードは大体５Ｇｂｐｓぐらい、ユーザーパフォーマンスで出る。これは止まっているとき

ですが。ただ、要件としては１０ギガ欲しいと。そうすると、４０ギガとか５０ギガとか

６０ギガといった、ミリ波に近いような電波を使わないといけなくなる。素人目に考えま

しても、８００メガが２ギガになったときですら、電波がビルの中に入ってこないと問題

になったわけでありまして、その状態でミリ波などを使ってしまったら電波が来ないでは

ないかという話になります。 

 したがって、何が出ますかというと、恐らく基地局を打ちまくる。つまり今でも東京駅

の周りなどは物すごい数で打っているのですけれども、物すごく狭いエリア内に多数の基

地局が配置される。誤解を恐れず言うと、無線ＬＡＮの基地局で携帯電話を作るみたいな

アプローチが、恐らく都心部では集中的に出てくるのだろうと言われております。そうい

う面で、他局でセル群を制御しましょうよというときに、ミリ波をどんどん使うというこ

とは、何を言いたいかといいますと、無線の飛ぶ距離はどんどん短くなります。基地局数

はどんどん増えます。その基地局数に合わせて、光ファイバーをどんどん引かなければい

けないという議論になります。 

 一方で、今ミリ波の研究開発は結構進んでいまして、アンライセンスの６０ギガとかＥ

バンドを使おうという議論になっています。ですので、将来的にこの部分は、ＤＡＲＰＡ

さんとかもやっているわけでして、結構、基地局高速化を進めるよという議論をやってい

るということであります。 

 これがどんな問題意識になるかといいますと、先ほど言いましたけれども、ミリ波を使

うことは、逆説的ですが光ファイバーを引きまくらなければいけません。今、東京都の都

心の例を取りますと、２０００年ぐらいに引いた光ファイバーがそろそろ枯渇してきてい

ます。固定の通信事業者さんは、私が言う筋ではありませんが、余り光ファイバーを敷設

するインセンティブはもうないと思います。したがいまして、特に我々が聞いている限り

ですと、東西線や三田線などのあたりでファイバーがなくなってきたと。２０２０年にも

う一回ファイバーを引き直すのではないかという議論が出ています。つまり、これからト

ラフィックが増えて高周波層を使おうとするときに、今、電波のライセンスの取り合いに

なっているわけでございますが、電波を取る前提として、光ファイバーを引けよという取

組、これを一体化するような取組をしないと、電波は取るが光は誰かが引いてねという議

論は、日本版ネットの中立性ではないのですが、ネット負担の中立性という問題で、恐ら
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く浮上してくるだろうということであります。 

 続きまして、エコ問題です。エコ問題はずっと続いているのですけれども、最近のグー

グルさんの割と面白い資料として、グーグルさんは世界中にデータセンターを置いていま

す。利用者は昼間に使っています。ですが、その使うためのデータセンターは地球の裏側

に回す。平たく言うと、夜の方が温度が低いので、使うのは昼、サーバーは夜といった、

その分ネットワークに負荷が掛かってしますのですが、そういうモデルが１つ、例えば出

ています。これは地球全体を一まとめにしてエネルギーを再効率化しようという１つのア

プローチです。 

 とは言いながら、最近問題になっているのが、データセンターは電気を食い過ぎではな

いかという問題であります。今でも東京都の環境局のホームページを見ますと、東京都の

迷惑施設の一番上位は、言いませんけれどもデータセンターでありまして、トップテンの

うち３施設は、データセンターがやっています。ですので、我々としては非常に不本意で、

世の中のサーバーを集めたわけですから、感謝されるべきですけれども、集めた結果、迷

惑施設呼ばわりされるという議論になっています。これは我々だけではなくて、全部そう

です。 

 その結果出てきたのが、データセンターもきちんと努力しているよというのを、目に見

える形で示すことです。１つは地産地消問題です。これはアップルのセンターですけれど

も、すごいですね、太陽光パネルがセンターよりも幅広いだけパネルがありまして、そこ

に燃料電池をこれだけよく並べたなと、火事になったらどうするのかというぐらい置いて

います。これは別にアップルが酔狂でやっているわけではなくて、大手の方々は、社会的

責任の一端として、データセンターのエネルギーをそこそこ自分でやるようにするよと、

自立型センターを造れるよ、みたいなことを言っています。一皮めくると、そんなに全部

これになるわけではないです。ただ、大きなセンターをこういったもので造って、社会的

責任を果たさなければいけないねという議論は結構出てきていまして、その面でも、エネ

ルギー問題、まず点の問題ですけれども、取り組まなくてはいけないということが続いて

います。 

 そして、面の問題です。面の問題は先ほどの５Ｇに絡みまして、先ほどのアカマイさん

のプレゼンテーションでもありましたが、今回、携帯以外にも、自動車、ロボット、家電

といったものが大量にくっ付くと言われています。つまり、ネットワーク系が消費するで

ありましょう、電力量というのは、相当大きくなるということで、伝送すればいいと。今
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まで、４までは、誤解を恐れず言うと、信頼性のある技術、セキュリティーの高い技術、

高速な技術をずっとやってきたのですけれども、５に関しては、システム全体のエネルギ

ーの逓減を、もう少しネットワーク全体に入れないといけないという議論が出てくるだろ

うということであります。オン・オフではなくて負荷の最適化、先ほど言った昼間と夜み

たいな議論を、真面目にしなくてはいけない状況であります。そういう面で、エコの問題

で言うと、短期的には点の課題、中長期的には地球全体で、システム全体のエネルギーの

逓減という議論が出てくると思っています。 

 これはグローバル化でして、ここは少し目先の議論でして、世の中がグローバル化して

しまって何が問題になったのだという１個の議論が、拠点数の問題です。これはアメリカ

のＦｏｒｔｕｎｅ５００のネットワーク対象拠点数ですが、２１世紀に入ってから、グロ

ーバル企業の管理事業所数が非常に増えてしまったのですね。結果、ネットワークの管理

がすごく大変になりました。だから仮想化しているのですけれども、先ほどのアカマイさ

んのような専用線ではなくて、みんなオープンネットワークでやっているというのは、そ

のとおりでして、一々専用線を引いていられるかというぐらい数が増えてしまったという

議論があります。もちろん、それを引いた上で、今、仮想化して、先ほどのようにネット

ワーク監視センターは８時間単位で地球を回っていきます。つまり、その地域が昼間にあ

るネットワークオペレーションセンターが世界中を見ます。夕方、夜になったら、そこが

昼になっているところが世界中のネットワークを管理するといった状況で、センターがぐ

るぐる回っているといったような動きも出てきています。 

 もう一つが先ほどの５Ｇシステムというネットワーク化の議論でありまして、これは日

本の例ですけれども、人口、住宅、自動車とありまして、青い線が２０１０年のＩＴ機器

の普及率です。赤い線が２０２０年のＩＴの普及率です。つまり従来のＩＴ系は、もう２

０１０年、２０年で、ほぼ上限に達しております。これからネットワークにつながるのは、

あと５年ぐらいのイメージで言うと、実は自動車です。自動車が一番、短期的には接続率

が高くなります。次に、分散家電、ホームセキュリティー、ヘルスケアといった、ヘルス

ケア系が来るのですが、これは逆に２０２０年でも多分上限には達していないだろうと見

ています。そういう面で、課題の第一として、ロットがあって接続が多いという自動車が、

当面の自動化やＩｏＴの対象の重点分野になります。 

 そういった環境下の中で、例えば先進国の例として日本を挙げますが、人口が減少しま

す。えらい勢いで減っていく、数は数えませんけれども、労働人口も１,０００万弱減る
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よと。いろいろなところで問題が出てきます。需要も減るし、供給も減ります。日本がこ

の状況でＧＤＰなり、あるいはプレゼンスを維持しようと考えますと、アプローチは２つ

しかないわけでありまして、労働力が足りなくて生産性が低いわけですから、生産性を上

げるか、労働力をそのまま増やすか、どちらかしかありません。外国人労働者、農業研修

生みたいなものがたくさん増えますので、ここもあるのですけれども、日本は国策として

ＩＣＴ、ロボットみたいなものを入れて、労働力不足をこちらで補完しないといけないと

いうので、一番のマクロの課題は挙げてここなのだろうなと。その中でどんな課題がとい

う議論になります。 

 先ほどの自動車で言うと、今こんな課題がということでして、これはスマホを使った運

転診断の例です。つまり車を付けて加速度センサーを使って、どこを走っていて、この人

は急加速が多いとか、急ブレーキが多いとか、ハンドル操作がふら付いているというよう

なところを診断して、点数を付けられます。もちろん点数を付けただけで満足するわけで

はなくて、アメリカなどではこの点数によって自動車運転の保険料を下げるというサービ

スが出てきています。厳密には少し違っていまして、申し込むとこの機械が送られてくる

のですが、最初に自分でウエブサイトに登録すると、あなたの保険料はこれですというの

が出て、それが非常に高いのですね。この後、このユニットを付けて３週間ぐらい走って、

ユニットのデータを上げてもう一回アクセスすると、あなたは非常に運転を安全にやって

いますよねというので、３割ぐらい下がるというのが、この仕組みでして、これが今、全

米３位です。イギリスにもありますし、ドイツにもありますし、中国、韓国もそろそろ始

まっていまして、日本が一番遅いという状況です。そういう面で、一つは、車で言うと、

自動化の保険という議論が出てまいります。 

 これは、先ほどのプライバシーのお話とも絡んでいまして、このシステムは結構やばい

話がありまして、よく通る道や運転属性や技量評価が個人レベルで蓄積されてきまして、

この人は下手くそだなとか、危ないなというデータが記録されてしまうと、プライバシー

的には少しまずいだろうなと。加えて、よく通る道、自動車メーカーさんとかに聞くと、

一番欲しいデータはというと、後部座席が埋まっているかどうかとか、子供がいると、子

供の成長によって車を買い換えますので、後部座席が埋まっている、埋まっていないとか、

日曜にディズニーランドに行っているとかは、物すごく重要な情報になるわけですね。こ

ういうものを取ろうという議論が出ます。これはＩｏＴ保険です。言い方を変えると、運

転状況、技量を通して、きめ細かい顧客対応ができますよねという保険です。 
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 けれども、今、グーグルカーといった自動車問題が出ています。これは恐らく２０２５

年とか３０年ですけれども、ここでもう一つ今度は別の話が出ます。１つは、全ての車が

自動運転になったら、そもそも個人の運転の技量を評価する必要があるのかという問題で

す。つまり、要らないでしょうと。みんな機械が運転するのだから、私が上手であなたが

下手というのは、何の問題もないわけでありまして、自動車と保険、全ての車が自動運転

になったら、運転者の技量は、理屈上、均質化されますので、保険を個人が締結する必要

はなくなります。つまり車を買ったときに、自動的にその車の自動運転の制御の仕組みと、

住んでいる所、エリア、遠い人のところに合わせて保険料金が決まって、自動車会社が全

部締結すればいいのではないかと。これは、今日、保険の会社の方がいらっしゃるとすご

く怒られてしまうのですけれども、保険会社さんからすると物すごい減収になるのだろう

なという議論がございます。 

 この辺が自動化の議論になりまして、第一弾に、自動化が進むと、プライバシーが、掛

けるＩｏＴでいろいろな問題が出てきます。そこへの対応策は、恐らく保険なのだろうな

というのが２０２０年までの課題です。２０２５年以降の課題はというと、そこから更に

自動化が進んでしまいますと、プライバシーという議論と、どちらかというと、ここまで

機械化してしまっていいのですかという問題が出てくることでありまして、この辺は社会

がアクセプタビリティーどう考えるのかという方に、ＩＣＴなり、その業界が直面するの

だろうと、私どもは見ています。冗談抜きで、特に車の運転問題は、この辺はＩＴの方と

車のメーカーの方では見方が全く違っています。今既に北米では、デトロイトと西海岸は

仲が悪いです。つまり車はどうあるべきかというポリシーが根本的にぶつかっていまして、

デトロイトはファン・ツー・ドライブなのですね。つまり、ドライブをすることは人間を

開放してすばらしい、人間の力を広げるエンパワーメントなのだと言っています。西海岸

の人は、ドライブは時間の無駄だと言っています。その間もっと生産的なことをやれよと

いう話でありまして、したがって、出てくるシステムも発想も全く違うわけになりまして、

このあたりが、次にＩＴが立ち向かっていくといいますか、社会とどう折り合いを付ける

のかというのが、議論の課題になると思っています。 

 この辺はプライバシーでして、ネットプライバシー問題、これは先ほど御説明があった

のでカットさせていただきます。 

 今日は、特に位置関連のプライバシー問題の再浮上をやりたいと思います。位置関連の

問題は、３年ほど前にアップルが黙って位置情報を取っていたというので、北米で大問題
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になったわけですが、ここに来て少し違う系統の問題が出ています。背景としては、なぜ

位置が重要かという議論なのですけれども、実は結構ネットで取れる情報で、個人の属性

や嗜好がかなり取れるのですね。非常に話題になってきているのは位置情報でして、これ

は営業などをやるときに、最後の一押しに効くと言われています。 

 例えばこれは流通の例ですが、左側がこれまでのＰＯＳです。つまり結構細かく分析し

ています。大体何が幾つ売れたかが分かっています。誰が買ったかもぼんやり分かります。

先ほどの属性で言うと、４０代男、５０代男が買ったことは分かるわけです。相関の高い

商品も分かります。ブランドの分析もやっています。体育祭とか運動会の前の日に何が売

れるかも、ほぼ分かっています。そういう面で、このあたりまでは分かっています。 

 今何を分析しようかとしていると、買い方を分析するのと、買わなかったものを分析し

ています。どういうことかというと、天井カメラを付けて、最後にレジでスキャンしたと

きに、買った物と買った人を天井カメラで認識して、映像を逆方向に回して、この人が入

ってきてすぐ買ったかとか、買わなかった物は何かとか、立ち読みばかりしていたのかと

か、トイレに一直線に入ったのかとか、そういった状況を分析する。 

 もう一歩先が、マイクロソフトの例ですね。カメラを伸ばして、棚の上にカメラが付い

ていて、手を伸ばしたというのが把握できるようになっています。つまり、手を伸ばした

けれども買わなかったというのは、何なのか。ポイント・オブ・セールスではなくて、ポ

イント・オブ・ウイリングネスを把握しようという議論になります。このあたりが位置情

報になってきていまして、最初のプライバシーの議論からすると、全くポリシーもなくや

り過ぎではないかという話ですけれども、今実際デジタルマーケティングは、こちらの方

向にどんどん突っ走っています。 

 そういう面で全体をまとめさせていただきますと、１つはネットワーク中立性理論で、

米国においては通信事業者とＯＴＴが負担をどう分担するかという問題になっていますが、

日本の場合は今そこまで行っていない。ただ電波と有線のバランスの見直し問題は２０２

５年以降出るだろうということ。産業全体として、最初は点の省エネ化でデータセンター、

その後、システム全体の省エネ議論が後半に出てくるだろうということです。ＩｏＴに関

して言いますと、高齢化、人手不足対応が進む中で、機械化が確実に進みますので、保険

は当初すごく重要な役割を持ちます。つまり機械化のリスクを保障するという保険が必ず

出るだろうと思います。自動化によって、その保険は性質を変えていくのだろうというの

が、リスクに対する考え方として出てくるだろうなという問題がございます。プライバシ
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ー・セキュリティーに関しては、認識やネットプライバシー問題などがありますが、今回

特に御指摘したいのは位置問題ですね。今までのＧＰＳというよりは、小地域において、

最後にどこに行ったとか、予測するのですね。クーポンを出して、その人をここへ誘導し

ようとか、そういった最後の一押しをやりましょう、その上でデジタルサイネージに買え

というようなメッセージを出すといった方向に進んでおりまして、位置問題のフェーズ２

という形で、小地域問題が恐らく浮上してくるでありましょうというのが、私どもが今日

お伝えしたいところです。 

 大変広範囲のところを短い時間でしゃべりましたので、省略し過ぎまして、分からない

ところがあるかもしれませんが、それは後ほど、御質問の方でよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

【平野議長】  ありがとうございました。野村総合研究所の桑津様でございました。 

 それでは、３社様のプレゼンテーションが終わりましたので、ここで全体について、質

疑応答、議論の時間を設けたいと思います。どなたか、御意見、御質問等、ございますで

しょうか。 

 それでは、私が恒例で１つ質問したいと思います。アカマイ様のプレゼンテーションの

４‐２につきまして、トラフィックが非常に増えるので、分散型のソリューションを考え

ていらっしゃるというふうに、理解を致しました。その分散型の１つの提案としまして、

例えば映像情報を、その利用者のユーザー属性に基づいて、あらかじめダウンロードした、

地域の方ですね。これによってトラフィックを平準化しましょうねというところでござい

ましたが、ここで他の方のプレゼンともつながるプライバシーの話が心配になりまして、

ユーザー属性を取っておくことは、そのユーザーのプロファイル、どんな画像が好きなの

ということを取っておくということですが、その辺は何か対策を持っていらっしゃるか、

御意見を頂きたいと思います。 

【渡邉様】  御質問ありがとうございます。 

 まず前提ですけれども、今、分散している仕組みは既にアカマイが作られている仕組み

ですので、これから分散する仕組みを作っていこうという点ではないという点を御理解い

ただきたいです。その前提で、今の動きですと、基本的にアカマイは、エンドユーザーさ

んといいますか、コンシューマーでビデオをダウンロードする人、ダウンロードしようと

する人からのリクエストがなければ、コンテンツを先にダウンロードすることはありませ

ん。分散はしているのですけれども、つまり事前にダウンロードすることはありませんと



 -26- 

いうのが、今の段階です。今後、今のトラフィックの流れを見ていると、モバイルのトラ

フィック需要が非常に高まっていることは、先ほども皆さん一致している見解かと思うの

ですが、その前提において、モバイルの通信キャリアさんと協業に働き掛けることによっ

て、事前にダウンロードしてネットワークの利用効率を高めようという動きを検討してい

るというのが、そこまでの前提です。 

 その上で御質問のお答えになるのですけれども、まず、事前にダウンロードするときに

は、あらかじめ、我々は、これはアカマイの話ですが、アカマイにおける直接のお客様は

コンテンツを提供される方です。つまりエンドユーザーさんというかビデオを見られる方

は、我々からするとお客様のエンドユーザー様という位置付けになります。ですので、ま

ず、このエンドユーザー様が事前にコンテンツを欲しいという同意や合意、具体的にはア

プリケーションを利用するという許可の許諾は、実際はコンテンツプロバイダーさんとユ

ーザーさんの間によって行われます。その内容を補佐する仕組みとして、我々は、間に入

っている、コンテンツプロバイダーさんがそういう仕組みを使いたいという前提であれば、

ユーザーさんに対してそのユーザーさんの情報をコンテンツプロバイダーさんに渡すとい

うような位置付けなのですね。少し長くなってしまったのですが、あくまでも個人の情報

は、コンテンツプロバイダーさんのユーザーさんが持っている情報を提供されているサー

ビスの提供者の人たちと間でやり取りされる情報であって、その許諾はユーザーさんとサ

ービス提供者によって行われる規約です。その上で仕組みとして、コンテンツプロバイダ

ーさんに対する仕組みを、そういうものを提供していこうというのが、お答えになります。 

【平野議長】  ありがとうございました。Ｂ２Ｂということで、Ｂ２Ｃではないという

ことで、よろしいですね。 

【渡邉様】  そうです。 

【平野議長】  ありがとうございます。 

 ほかに、皆様、ございますでしょうか。では、関口様、よろしくお願いします。 

【関口構成員】  貴重なお話をありがとうございました。 

 ＮＴＴの高橋さんにお聞きしたいのですが、この中にあります秘密計算とか秘密分散で

すが、これは鵜浦社長がいろいろなところで話されており、日本の持てる技術なのかなと

思うのですが、実際にどういうところで使われ始めているのか。お話にありましたように、

単純に言えば、秘密分散で言えば情報量が２倍ないし３倍に増えるわけですし、秘密計算

の方で言えば、ロードがそれだけ多くなって負荷が大きくなるわけです。そういったもの
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が、例えば海外とかで今後使われるとか、日本の輸出商品になり得るのか。というのは、

プライバシーというのは日本だけの問題ではなくグローバルな課題だと思いますので、そ

の辺の見通しと現在の状況を教えていただきたいと思うのですが。 

【高橋様】  御質問をありがとうございました。 

 秘密計算ですが、今、医療分野で、大学等で実証というレベルで使っていただいており

ます。それで、大学での実証の必要性とすれば、１つはまずセキュリティーの担保という

意味で使っていただいております。安全管理措置としてしっかりとしたものを御所望され

ている場合が多いので、そのために、まずしっかりとした仕組みを入れるということです。

その上で、あとはこの秘密計算というスキームを使って、どのような価値を出していくか

ということに関して言えば、大学の先生等も含めてスタディー中です。 

 そこは、幾つかスタディーをさせていただいて分かってきた部分があるのですが、１つ

は、安全管理措置を、よりデータの利活用を進めるためにこういった仕組みを使うという

ものです。具体的に言いますと、センシティブなデータを扱う分析は、従来、そこの場所

に来てくださいということが前提となる場合が多くなっております。すなわち、この鍵が

掛かってカメラの付いた部屋に入って、そこの中で分析してくださいというのが、現在考

えられる１つのベストなセキュリティーを担保する手段なのですが、それをより広いユー

ザーに使っていただくという、ユーザーというか研究者に使っていただくために、こうい

った安全管理措置の敷かれたデータベースシステムが期待されているのが分かってきます。

もう一つは、これの次のページに出ているものですが、いろいろな組織がまたがってデー

タを集めるというようなことで、更に医療の研究が進むのではないかという仮説も持って

おりますます。そういった２点を中心に、利用の価値及びその実証が進められている状況

です。 

 それから後半の質問に対してですけれども、御期待も含めて非常に有り難いところでも

あるのですが、これはまだクラウドアプリケーションとしてのインフラになるかという、

性能に関してはまだ改善中というところなので、そういったものを改善していくことで、

なり得るとは思うのですが、広域に世界の問題を解決するというところまでには、まだ性

能面で更にスタディーが必要だと考えております。 

【関口構成員】  ですから、医療の分野は、私も前にお聞きしましたけれども、ある特

定用途という意味では非常にうまくいくと思うのですが、今のビッグデータ分析などは、

Ｈａｄｏｏｐのような分散処理みたいなものが主流になってきていますので、将来は分か
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りませんけれども、そういった流れと、このシステムがうまくなじむのか、そのあたりは

いかがでしょうか。 

【高橋様】  例えばこの絵が象徴的ですけれども、これは絵としてピー・ツー・ピーに

見えるかもしれないと思っております。それで、３人の人が描いてありますけれども、こ

のケースは、３人が人の場合もあるし、会社の場合もあるという話を差し上げたと思うの

ですが、人でいうと、それこそ周りにいる人の間で何か情報を交換して集計するというよ

うな図になります。こういった話は、俗に言われているエッジコンピューティングの話に

親和性のある話だと考えておりまして、そこのローカルで何か問題を解決して、それでそ

の上に上げて、更に大きな問題を解決していくという、ボトムアップに何か統計を取った

り、問題解決して、それでそのパーソナルデータの全体を集めないで、解決した問題の集

積として全体の問題を解いていくというようなことは、１つあるのかなと思っております。

そういう意味ですと、Ｈａｄｏｏｐなどのクラウドにドカンと集めるモデルとは少し違う

方向があるのかな、この技術に親和性があるのかなと思っている部分がございます。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 それでは、ほかに皆様。どうぞ、秋山様。 

【秋山構成員】  今日はどうもありがとうございました。 

 ＮＴＴ様、アカマイ様、それからＮＲＩ様と。ＮＲＩさんのお話は前の２つの課題を包

含したような課題を述べられていると言えないこともないと思うのですが、２つあります。

１つは、一番簡単なものは、１７ページの世界は、まさに自動運転の話ですが、この世界

に来たら、個人で車を買うというのはもう要らなくなるということを、ある面では断言し

てしまっていいのではないかと思いましたが、その辺はどうですかというのが、１つです。 

 それから２つ目は、５ページですけれども、今までの携帯の世界の周波数行政というか、

この流れと将来を書いていると思います。これを見ていきますと、これはきっと、大中小

のメッシュネットワークの階層ができるという話なのですね。そのときに、大中小のメッ

シュネットワークをどうつなぐのですかという問題と、それから、ここにおけるライセン

ス、アンライセンスということを、どう考えたらいいのですかということに関して、お考

えがあったら、是非お聞かせ願いたいと思います。 

【平野議長】  では、桑津様、お願いいたします。 

【桑津様】  まず、前段の自動車の方で御指摘になられた、それはもう個人が買わない

のではないかというのは、かなり当たっていらっしゃると思っています。少なくとも、今、
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フリートマネジメントという商用車レベルが自動運転に先に入るという、流れからします

と、おっしゃるように、個人で車を買う、借りることはあると思うのですが、買うという

のはないのではないかというのは、行き着く１つのシナリオとして、ＩＴ側の人は非常に

ウエルカムなシナリオです。一方で、自動車側からすると、たまったものではありません

ので、自動車メーカー側はファン・ツー・ドライブなので、個人のパワーだと、自由であ

るという言い方をされていますので、個人が車を持つ権利が阻害されてはならないという

感じのことを言うのではないかと、我々は全米ライフル協会になると言っていました。そ

ういう流れがあって、これは車に関するところは、ずっと運転されている方と、後ろに乗

っている方で、かなり認識が違うのだなと思っています。 

【秋山構成員】  ある面では、その時代になったら、今のあるタクシー会社が、要はそ

ういう今のカーレンタルなどではなくて、タクシー会社そのものがそういう機能を全部果

たしてしまうよねと、私は考えてもいいのではないかと思っているのですが。 

【桑津様】  その考え方も十二分にあるかと思います。私も決してそれを否定するもの

ではありません。先ほどの全米ライフル協会ではないのですが、車は俺のものだよと思っ

ていらっしゃる力は、予想以上に強いですし、その方々からすると、タクシーはあってい

いけれども、それは俺の家の前を走るなという感覚ですので、この辺はむしろ、先ほど申

しました西海岸対デトロイトというのが、多分、世界中でそういう議論になるのだろうな

ということであります。 

 電波の方でございますけれども、大中小というのは、おっしゃるとおりなのだと思いま

す。一方で、大は、先ほどのアカマイ様の、まさにインターネットが大なのだと思います。

ここでお伝えしておきたいのは、この小のネットというのは、恐らく都市部の人口の集中

するところになるのだと。言い方はよろしくないのですけれども、この小の部分が、光フ

ァイバーをたくさん引かれて、中をすっ飛ばして大に直結するのではないかと思っていま

して、余り中がある必然性はないのではないかなと、私などは思っております。つまり大

のネットは絶対必要です。小も絶対必要です。中は、比較的その必要性は余りなくなるの

ではないかなと思っています。 

 あと、これは一番難しい問題で、アンライセンスの問題でありまして、これは、２.４

ギガをアンライセンスにしたのは、御存じのように、別に元々そんなに通信用に使うつも

りではなかったわけでありますが、一方で、通信用で物すごく大きなテクノロジーのイノ

ベーションを巻き起こしまして、物すごく大きな便益を上げました。ここでまた発想が、
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議論が分かれてしまいまして、米国のネット系の方は、だから３０ギガ、６０ギガにアン

ライセンスを置けという議論です。それに対しまして、欧州側などは、あり得ない、全部

コントロールすべきだと、こんなに短いところで飛ばすものは、リモコンぐらいならいい

けれども、それはないよねという議論ですので、アンライセンスは一応たしか３６条に微

妙に設定されているのですが、これは元々通信を、今のこういう通信を想定して設定され

たものではないと理解していますので、これはまた課題でありまして、すべきか、すべき

ではないかというのが、結構大きな社会的な検討課題であります。どちらがとは私も言い

かねるところで、確実に言えますのは、大変な問題になるだろうということだけは言える

と思います。 

【秋山構成員】  今おっしゃったようなことで、もし行くとしたら、小のところは、あ

る面では誰がやってもいいよねという話になってしまうわけで、それと今のモバイルキャ

リアさん、要は大恐慌になるよねということが言える、場合によったら要らないよねとい

う話もあり得るとは思いますか。 

【桑津様】  そういうシナリオも１つはあると思っているのですが、一方で、現実に、

昔ＰＨＳがそこまで携帯に負けて普及しなかった１つのポイントとして、サービスのカバ

レッジの問題などがあったわけでありまして、最終形はそういう議論もあるのかもしれな

いのですが、そこまでの間、責任を持って基地局を打ってくれとか、サービスを保証して

くれという議論はございますので、先ほどのＳＩＭの問題も含めまして、携帯事業者さん

が果たすべき役割はめちゃくちゃ大きいと思っているのです。一方で、おっしゃるように、

アンライセンスが高周波数帯に設定されれば、自治体が都市開発する際に全部アンテナを

地面に埋め込んでおけば、もうそれでいいではないかという議論が、絶対ないかというと、

意外にあるかもしれないと思っています。 

【秋山構成員】  ありがとうございました。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 それでは、ほかに何か、構成員の皆様、ございますでしょうか。原様。 

【原構成員】  どうも大変ありがとうございました。桑津様になのですけれども、自動

車の自動化と保険の話がございましたが、資料の中で触れられている、次の５年は自動車

で、その先、ヘルスケア、エネルギーのという話で、もし現時点で見えていることや課題

がありましたら、簡単に教えていただけましたらと思います。 

【桑津様】  １１ページだと思いますけれども、次は自動車ですと申しましたのは、自
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動車も結構昔から取組はあったのですが、高信頼性や価格の負担、コストの負担等を含め

て取組が比較的遅かったということで、これから５年間が本格的な普及時期に入るだろう

と。例えばホンダさんなどは、新車で一定売れる以上の車を買えば、ネットワークに通信

費が付いています。厳密には、契約されていらっしゃるところで車検を受けないと、お金

を払わなければいけなくなるという話ですが、比較的通信費用を負担しないでもネットワ

ークに接続できるという環境が、自動車は出来上がりつつあるということだと思います。 

 一方で、ヘルスケアや分散発電はもう少し遅いのではないかという議論は、先ほどのＩ

ｏＴのもう一つの問題で、今日は資料を用意していないのですが、これまでのＩＴが、例

えばⅰＰｈｏｎｅとかⅰＰａｄは新商品が出ると、銀座のお店にみんなが並んで買いに行

ったのですが、ここにある体重計や血圧・血糖値計は、正直、利用者は余りやりたくない

だろうなという感覚が非常に強いです。ＩｏＴの半分ぐらいは多分やりたくないものなの

だろうと思っていまして、相当時間が掛かります。例えば体重計の例を取ると、多分私が

乗せられるわけでありまして、それは私が乗りたいわけではなくて、家族が、あるいは保

険会社の方が乗ると。先ほどの自動車の例で言うと、アクティビティーベースド保険のも

う一つの次は生命保険でして、体重計にずっと乗れと。ぶくぶく太ったら保険料が上がる

という、私にとって悪夢みたいな商品なりまして、多分そういうことをしないと、保険と

いいますか、医療費は下がらないわけでありまして、かなりＩｏＴは、社会的に必要だけ

れども個人は余りやりたくないというサービスが、結構多いです。エネルギー、燃料、住

宅などは、家を建て換えないと、多分そう下がらないよねと。タイムスパンが携帯みたい

に４年ごとに買い換えるものではなくて、２０年に１回買い換えるものが多いので、この

上に上がっているものは、社会的にはいいと決まっているのですが、導入までには恐らく

時間が掛かるだろうなと。したがって、後ろの方に線が延びていくというのが、このＩｏ

Ｔのポイントかなと。そういう面で、コンサルタント的な言い方をすると、このＩｏＴの

商売は結構息が長いのではないかということで、短期的には終わらない、ずっと続くので

はないかというのが、ＩＴの方々の見立てなのだと思います。 

【原構成員】  ありがとうございます。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 では、続けて私の方から、桑津様に。例えば１７ページのスライドとか、今はヘルスケ

アのことがございましたが、前回、実はトヨタさんに同じ質問をしました。安全性を向上

するためには、プライバシーを下げないといけないというトレードオフがありますと。今
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のヘルスケアの話であれば、その利便性というか社会的効用を上げるために、保険料、保

険金を下げていく、支出を下げていくためには、プライバシーを侵害しないといかんと。

こういう関係にありますと。そうすると、どういうソリューションがありますかというと、

トヨタさんは個人的見解として、社会的コンセンサスが必要ですねと、優等生的なお答え

を頂きました。私は実は仮説を持っていまして、プライバシーも絶対ではない、ここが個

人情報保護法をやっている人から怒られるかもしれませんが、絶対ではないのではないか

と。安全性も、実は絶対安全はあり得ないです。そうすると、２つの相関関係で、プライ

バシーをマージナルにコストを、少しずつプライバシーを失うことによって、安全性が少

しずつマージナルに上がっていく、その両者の接点の均衡したところが、恐らく社会的コ

ンセンサスと言われるところに至るのではないかと考えておりますが、桑津様、この考え

はどう思いますでしょうか。 

【桑津様】  私もどちらかというと、プライバシー系の方に怒られる方の発想なので、

考え方は同じであります。自動車の議論をしたときも、おっしゃるような御指摘はありま

して、ここでもう一つプライバシー議論で、本当にグレーになって言ってはいけない議論

が１つありまして、グーグルカーに乗ると、隣りのグーグルカーの運転の人のレーティン

グを出すという議論がありまして、つまり、過去に飲酒運転をやっているとか、危ないと

か、あるいはこの人はここを余り走っていないといった場合に、ディスプレー上に黄色で

表示しようというお話もあります。これがおっしゃるようにプライバシーと安心・安全の

切れ目なのですね。つまり、私が過去に何か飲酒運転をしたことがありますよ、みたいな

履歴は、私のプライバシーなのですけれども、車に乗って走っているとき、隣りの車を運

転している人はそれを知る権利があるのではないのというのが、おっしゃる、私はバラン

スの落としどころなのだろうなと。でもそんなことを知られたら困るというのも、全くそ

のとおりでありまして、おっしゃる切れ目の部分、せめぎ合いはこれから決まっていくの

だろうと思います。かつ、ＩｏＴに関しては、そういう問題が予想以上に出てくるよとい

うのが、今のところの我々の読みであります。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに何か、皆様、ございますでしょうか。どうぞ。 

【山田構成員】  桑津さんへの御質問が続いていて恐縮ですが、１点、私の方からもお

願いしたいと思います。１６ページに、車と位置と走行ということで、車にデバイス、ド

ングルを差すことによって、保険サービスに利用できるというお話がありました。これは
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私もよく見聞きする１つの分かりやすいサービスの例ですが、日本では利用できないと。

なぜなら、車の業界が、ＯＢＤ２というデータの出口からのデータを基本的には公開しな

いということを言っていると。ただ、欧米や先ほどおっしゃったようにアジアの国でも、

この口から出てくるデータはある程度限定されるかもしれませんが、基本的には公開され

ていて、こういったサービスに利用できるというのが、日本以外の地域では一般的になり

つつあると聞いております。であるなら、日本でも、もう一度見直して、このデータの口

を開放すべきではないかという議論があってもいいような気がするのですが、今その辺に

ついてどういう状況なのか、御存じでしたら教えていただきたいと思います。 

【桑津様】  御指摘の点は、まさに保険絡みで問題になっておりまして、今年の４月ぐ

らいまで、国交省さんの方で検討会が開催されて、おっしゃる議論がまさに出されました。

方針として発表されている範囲でお伺いしますと、ＯＢＤを少なくとも保険目的では開示

する方向で検討しようと。ただ、タイムスケジュールでいつ開示するとか、どこまで開示

するというのは全く出されていません。ただ、大きな方針として、日本においても、おっ

しゃるように、今、ＯＢＤはベストエフォートなのですよね、絶対取れるという保証はな

いし、つなぐことは許さないというルールになっていますので、そこは見直すという方針

は出ました。ただ、それが、じゃあ来年からねと言われると、それは分からないという状

況だと聞いています。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに何かございますか。吉川様。 

【吉川構成員】  ３社の方、ありがとうございます。私の質問は高橋さんへの質問です。

１５ページに、パーソナルデータの提供問題ということで、最後の行に、最終的には提供

者とのトラストの問題と書いていらっしゃると思うのですが、そのトラストを担保するよ

うな仕組み、技術的な仕組みもあれば、制度的な仕組みもいろいろあると思うのですが、

もしこれについて何かアイデアがあったら、コメントを頂きたいと思います。例えばです

が、トラストは金融だったら信託でして、信託というのは、信託銀行と信託財産は倒産隔

離して、信託銀行が倒産しても信託財産は完全に保全されるような、そういう制度を入れ

ていたりすると思うのですが、プライバシーやパーソナルデータの分野で、何か制度的な

担保、あるいは技術的な担保ができるのかどうか、もしお考えがあればお伺いしたいと思

います。 

【高橋様】  トラストは、信頼の輪とか、そういう日本語で使ったりしますが、そうい
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った意味で使っています。信頼を確認する方法ですけれども、幾つかあると思います。基

本的には、監査とか、そういったものに近いものだと思っております。すなわち、何をや

っているのかということを、透明性を確保して、それで情報公開をしていくといったこと

が基本的なものになってくると思います。あとはその問題ですけれども、このパーソナル

データに関しての監査や、オープンにしていくというのは、個人情報そのもの自体は漏れ

ないかもしれませんが、営業内容が監査することによって透明になってしまうと、具合悪

いこともあるかもしれませんので、そういったことを配慮しながら監査できる仕組みが、

１つ良いのではないかと考えております。 

【吉川構成員】  ありがとうございます。 

【平野議長】  では、中村先生。 

【中村構成員】  議論を拝聴しておりまして、非常に刺激を受けております。 

 質問ではなくコメントですが、１つは、今のトラスト問題です。私も高橋さんがおっし

ゃったパーソナルデータを自己管理するようなエージェントが必要になってくると思いま

すし、これはかなり重要な問題だろうと思います。それは個人、例えば私がそのエージェ

ントにどこまで委任をするのか。そして、そのエージェントがネット上で第三者にどこま

で責任を持つのかといった、監査の前の契約の問題になってくると思いますが、それが非

常に大事な課題になってくるであろうというのが、１つ目です。 

 もう一つは、これも高橋さんがおっしゃった、機器が記録し続けるとか、会話が残り続

けるといったことで、恐らく会話だけではなくて映像も、あらゆる瞬間、あらゆる角度か

ら我々は映像を撮られていて、蓄積され続けているわけですが、現に街角やコンビニでの

監視カメラが常時見ています。それが、監視されているから怖いという気持ちと、監視し

てくれているから安心という気持ちが、今、交錯しているわけですが、そのようなテクノ

ロジーを導入することによって安全だという面と、テクノロジーがどんどん導入されるか

ら不安だというギャップをどう埋めていくのか。これはＮＲＩの桑津さんがおっしゃった

自動運転の話もそうだと思いますし、その際、保険も有益なツールになると思いますが、

先ほど平野議長がおっしゃったような、プライバシーと安全の解を求めることを、いかに

して早くそこに持っていくのかというのが、政策課題なのだろうと思うのです。これはＡ

Ｉも、ロボットも、ＩｏＴも、全部に共通する基本的な問題、テーマになると思います。 

 以上です。 

【平野議長】  ありがとうございました。 
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 ほかに。どうぞ、関口さん。 

【関口構成員】  桑津さんに２点お聞きしたいのですが、１つは、ページで言うと１１

ページになりますか、ＩｏＴの今後の普及分野、まず５年は自動車、そして、その後にヘ

ルスケア、エネルギーと書かれているのですが、現実の状況を見ていると、車よりもヘル

スケアの方が先行して動き出しているかのような気がしますので、こういう順番なのかな

という素朴な疑問です。それとＩｏＴについて言えば、製造業や物流、あるいは建設とい

ったエリアも結構あると思いますが、そういうものは、あえてここにはコンシューマー向

けのサービスみたいな意味で除いているのかどうなのか、その辺の順番と位置付けをお聞

きしたいというのが、１点です。 

 もう１点は、その後のページ数で言うと２０ページの右側ですね。小売の例で、これは

多分、アメリカのショッパーセプションか何かの例だと思うのですが、実験レベルでは相

当やっていますけれども、もう話題になって２年ぐらいたっていますが、本当に普及して

いるのかどうなのか。 

 その２点をお聞きしたいと思います。 

【桑津様】  １１ページの方の、自動車、ヘルスケア、どちらが先ですかという議論で

すけれども、ヘルスケアに関して言いますと、一番検討しますのは体重、血圧、血糖値だ

と思っています。アクティビティーメーターを入れるかというのがポイントでありまして、

アプローチがすごく入ってしまいましたので、あれを入れるとヘルスケアはすごく普及し

たのではないかと誤解するのですが、そこを入れても、自動車の方が少し早いです。特に

欧米のコネクテッドカー議論を見ていますと、日本以上に早いなという状況でありまして、

コネクテッドカーの議論を見させていただきますと、全世界レベルで見ても多分車の方が

少し早くて、ヘルスケアは、奥行きはあるのですが少し時間が掛かりそうかなというのが、

我々の見立てであります。産業用途は何かという議論ですが、もちろん言うまでもなくご

ざいます。今回、人手不足の議論でロボットといって、ロボットを入れていませんでした

けれども、建機、工作機械、事務機、家電、全てその議論でございますので、これは非常

に進みますよというのは明快だと、我々も思っています。 

 先ほど自動車の議論が微妙に近くて、今ここに書いた自動車は乗用車、個人の方ですけ

れども、もう片方は商用車の議論が動いておりまして、商用車はまさにフリートマネジメ

ントで、自動運転をどうやるのかという議論をずっとやっております中で、例えば日本の

場合で言うと、高速道路の１車線を夜中は無人車専用にして、そこにトラックで全部流し
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て、インターチェンジを降りたところで荷物を積み換えればいいではないかという、昔の

通運を高速道路と自動運転でやろうという議論は、結構進んでいると聞いています。です

ので、議論として当然のことですが、御指摘のとおり、製造業に関してもかなり進んでい

るのだという議論をしております。 

 最後に２０ページのショッパーの議論で、これは２年前の写真ではないかというのは、

実はネット上はおっしゃるとおりです。一応実験をやっています。これは、余り固有名詞

は言いませんが、あるコンビニなどと系列店で、かなりやっておりまして、棚割りのシス

テムをきちんと持っているところでないと継続して運用できません。手が伸びているのは

分かるのですが、その棚に何があるかというのをきちんと管理していないお店だと、手を

伸ばしたのが何なのかが分からないという議論になっていまして、これは実験店舗で、か

なりの勢いでデータの蓄積はやっております。今は先ほどおっしゃった、最後、ＰＯＳレ

ジでカチッとやったときに、全てのお客さんに関して１回映像を後ろに回して、どこまで

伸びているかを確認するところまでは撮れているという状況であります。ですので、商用

になっているのですかというと、一応、店舗数でいうと３０店舗ぐらいはなっているのか

なと。ただ、やっている方が１万店舗ぐらい持っているので、そこから比べると、まだト

ライアルという状況です。 

【関口構成員】  自動車のところですけれども、おっしゃる意味はそのとおりで、私も

海外などの取材をしていると、欧米ではコネクテッドカーが相当盛り上がっているのです

が、日本はどちらかというと、さっき言ったデトロイト型の発想で、長距離を走ろうとい

う発想でやっており、コネクテッドカーの議論が余り盛り上がっていないという意味でい

うと、日本の自動車業界は従来型のＩＴＳはやっていますけれども、コネクテッドカー的

なものについては、日本はずれているのでしょうか。 

【桑津様】  一つ一つの取組はきっと進んでいるのだろうなと思うのですが、これもさ

っきの自動車運転保険と同じイメージでして、あの保険のイメージでいうと日本は一番後

れています。先進国の中では。そういう位置付け、おっしゃっているコネクテッドカー的

な方も、そういう位置付けではないかと思います。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに。大谷さん、どうぞ。 

【大谷構成員】  非常に面白いプレゼンテーションを頂きありがとうございます。高橋

様と桑津様に教えていただきたいと存じます。お二人ともロボットについて触れていらっ
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しゃいまして、高橋さんのプレゼンですと、１４ページのところで、対話型ロボットが自

宅にいつでもいるという、ホームロボット的な、確かに掃除機にもロボットが付いている

ようなものだったりしますし、プライバシーとの関わりだけではなく、様々な労働力、代

替ということで、これからはロボットとの付き合いが避けられないのだろうなと思ってお

ります。 

桑津さんのペーパーでも１４ページのところで、労働力不足を補うためのロボットの導入

といったことに触れていただいているのですが、古くはアシモフのロボット工学三原則に

おいて、安全性を図ることや、人への服従、自己防衛というような原則があると思います。 

実際にロボットの時代になってみますと、ロボット同士が相互に接続していたり、あるい

はほかのネットワークとつながっているというように、ネットワークで相互に接続されて

いる時代ならではの、新しい原則のようなものが必要ではないかと、かねがね思っている

のですが、そのような観点から、もし御意見や課題などの御指摘がありましたら、それぞ

れの方から頂ければと存じます。よろしくお願いします。 

 

【平野議長】  それでは、高橋様、どうでしょうか。 

【高橋様】  御質問をありがとうございました。 

 基本的にトラストの話で言うと、ロボット、まずは絶対的に信じなければいけないです

し、信じたいと思っています。それで、基本的には家政婦の話ではないですけれども、絶

対見聞きしたものはどこにもしゃべらないというのが、古典的な前提となってくると思い

ます。そこから先は、今日ずっと出てきた議論と同じ話になってきて、例えばそこの見聞

きした情報をどこかに伝えるということで、すごく、例えば命の安全につながるとか、そ

ういったことが生まれてくる可能性があると思います。例えば御主人様が倒れていたら、

それは誰かに言わなければいけないわけなので、そういったものは、今日議論していただ

いて、本当に中村先生にも課題だというような指摘も頂いたようなことです。私自身にそ

こを議論すべきではないのですが、シンプルにまとめますと、基本的にはトラストで、ロ

ボットには何もしゃべるなということを求めたいのですが、それを超えた必要性や価値に

関して言えば、ロボットには何かほかにしゃべってもらった方がいい場合が必ず出てきま

すので、そこはしっかり考えた上で進むべきだと考えています。 

【平野議長】  それでは、桑津様、どうでしょうか。 

【桑津様】  非常に重たいテーマでありまして、おっしゃられているアシモフの三原則
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も、基本的には西欧系の方々の、労働は人間の侵さざる権利であって、ロボットが人間の

形をしてそれを侵すものは駄目なのだよというようなものですよね。つまりロボットはき

っと悪いことをするから、だから原則で縛るのだというのが基本的な発想で、お話をして

いても、向こうの方々とやっていると、ロボットとの間にマスター・サーバントの関係を

付けて、上下関係、規律制御という、脅威なのだという前提ですごく進んでいるのだろう

なと思っているのですね。一方で、日本人はその辺がいいかげんで、八百万なので、何か

にも魂があったっていいじゃないかという感じで、掃除機に顔を付けているものがありま

すよね。あれは外国人からするとクレージーの一言でありまして、我々からするとそんな

に違和感はなくて、猫のロボットもいいではないかという、パートナー、コンパニオン的

なイメージがすごく強くて、多分、人の命を、危険をという議論にすると、西欧一神教的

な方の規律できっちりやらなければいけないのだろうなと。一方で、日本の産業を強化し

ましょうという議論をするときは、どうもそちらよりはコンパニオン的な方を重視しても

いいのではないかなと私は思っていまして、これは完全に宗教論になってしまうのですが、

私はアシモフ三原則型というのが、当然１つの流れとして、人間の脅威を減らすのだとい

うアプローチは全く賛成なのです。その一方で、それが全てではなくて、コンパニオンと

かペット的な方で見ている議論もあって、そこも生かした方が、日本の産業的にはより有

意なのではないかなと思うところであります。以上です。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 森川先生、何かございますでしょうか。 

【森川議長代理】  ありがとうございます。 

 将来の社会を考えてみると、１つ興味があるのはエコシステムがどうなっていくのかと

いうことでございまして、例えばパーソナルデータみたいなものだと、ＥＵは今、データ

ポータビリティーという制度も検討し始めています。あれが動くと、データを集めるイン

センティブがなくなってしまうのかなとも思っていまして、では日本としては、ああいう

データポータビリティーみたいなものを進めていった方がいいのかとか、あるいは進めて

いってグーグルを弱くした方がいいのか。あるいは、そうではない方がいいのかとか、そ

のあたりはいかがでしょうか。何かお考えがあれば、お知らせいただければと。 

【桑津様】  私は、ＥＵのデータポータビリティーの議論は、おっしゃるように２つの

側面があって、アメリカに悪いことをされない、若しくは、単刀直入に言うと、グーグル

カーにデータを取られないようにするという面を守っているのだというのが、１つ。もう
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一つは、アングロサクソンにしても、ラテンもそうですけれども、非常に原理主義的なの

だろうなと。あるべき論を考えれば、ポータビリティーがあるのはたしかだと。ただ現状

はそこまで行っていないよねというので、最初にゴールの設定が、すごく論理的に厳しい

設定と、その運用は、今、目先にある西海岸の、大西洋の反対側のところに情報はもう取

られないようにするのだよというのが、２つあるのだろうなと。日本の状況を鑑みますと、

日本のデータをどんどん持っていかれたくないよという面においては、割と欧州と同じ立

ち位置に立っていると思いますので、スタート点は同じだろうと思うのですね。ただ、完

全にポータビリティーがなければいけないという議論は、まだ、こういったデータがどれ

だけ取られるかという全体像が見えていない流動的な段階で、その目的設定を最初に置い

てしまって、そこに議論を進めることの意味が余りないのではないかなと、私などは思い

ます。ですので、プライバシーの情報は大変で全体像がつかめないので、全体像をつかん

で整理したいのですが、それは私どもの考えとしては、かなり先の方でやるべき議論であ

って、短期、過渡的な段階で、そこの論理的な検討をすごく先走ってしまって、こうでな

ければいけない、ああでなければいけないというのをやり過ぎるのは、余り良くないのか

なと。ヨーロッパの人などと話していても、半分の方々は、あれは建前で本当は産業保護

なのだと、余計なことはやりたくないのだと言う方がいますし、もう片方は、物すごく賢

い人が、これはあるべき議論なのだと。そこを決定して定義付けないと、全ての問題を解

決するのは無意味なのだと言われて、どちらも正しいです。私は前者の議論に立っており

まして、日本はどうすべきですかというと、どちらかに付けという議論ではなくて、ヨー

ロッパと仲良くするところはやりますし、だからと言ってアメリカと敵対する必要もない

だろうと思っております。そういう面で、文化的・宗教的な背景の相違もございますので、

さっきのロボット論と同じでして、必ずしも、どちらかに付くという議論にはならないの

だろうと思います。 

【平野議長】  ほかのプレゼンターの皆様は、何か今の森川先生のご質問に何かござい

ますか。高橋様は何かございますか。 

【高橋様】  ポータビリティーに関しては、私は検討してないので、特にコメントはな

いです。それでエコシステムということに関して、少しずれてしまうかもしれないのです

が、反応させていただくと、誰と誰の間で役に立つのかというようなスタディーが非常に

必要だと考えておりまして、今までデータは限定的にいろいろ使われて幸せな部分がたく

さんあったわけで、それが、今、データがどこにでも行く状態になってしまったので、そ
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こがメリットの部分をリスクが凌駕する状態になってしまったので、いま一度、このグル

ープの間で、何々をするとすごくみんなが幸せになる、生産性とかいろいろなことがある

と思うのですが、そういったものを、もう一度考え直すことが必要だなと考えております。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに皆様、何かございますでしょうか。どうぞ。 

【森川議長代理】  連続して、アカマイの渡邉さんにお伺いしたいのですけれども、Ｉ

ｏＴとアカマイというのは結構興味があって、ＩｏＴのとき、アカマイはどうなるのだと。

例えば単純に言うと、エッジコンピューティングをやられているから、ＩｏＴと親和性が

高いよねとも言われますけれども、でも、何となくアカマイはヘビーデータに特化してい

る感じがしていて、ＩｏＴのときにアカマイも牛耳ってくるのかというのが、僕の素朴な

疑問というか、面白いなというか、ブレストさせていただきたいなというあたりですが。 

【渡邉様】  ありがとうございます。 

 牛耳るは、さすがに少しおこがましいのかなと思っているのですけれども、我々も、今

ちょうどＩｏＴを具体的に検討するような組織といいますか、担当みたいなものがどんど

ん付いていて、我々はここで何ができるかというのを、必死に議論していることは間違い

ないです。もう一つ、具体的な例として取組を始めているのは、どうしても技術的な細か

なところの話になってくるのですが、つながるデバイスが多くなってくるだけではなくて、

つながるデバイスのトランザクションとかセッションとかいう概念が、非常にスケーラビ

リティーというか、従来の通信をして、コネクションを張って、切りました、データをや

ると完了というものと違って、爆発的にセッションが増えてきているので、それをどうス

ケールさせていくのかといった観点でいうスケールとして、ＩｏＴを捉えているのですね。

ですので、いかに、実際ＩｏＴでやりたい元々のビジネスのモデルや動きを考えた上で、

それをインフラストラクチャーに落とし込んだときの課題が何かを考えて、それに対する

取組を始めているような段階です。ですので、余り明確に牛耳れるほど具体的な案がとい

うレベルではないのですが、我々もインターネットの発展という観点で、ＩｏＴの面も注

力しているというのが、今のステージです。 

【平野議長】  ありがとうございました。 

 ほかに、皆様、よろしいでしょうか。 

 

（２）その他 
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それでは、議事、議題の（２）「その他」でございます。事務局から、その他、何かござ

いますでしょうか。 

【金坂データ通信課課長補佐】  次回会合でございます。７月２３日開催予定でござい

ますが、場所、時間等の詳細は、別途連絡させていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

【平野議長】  ありがとうございます。 

 ほかに、皆様、何かございますでしょうか。 

 なければ、これにて本日の会合を閉会とさせていただきます。皆様、お忙しい中、あり

がとうございました。 

 

 


